
■ ２００４年３月２１日（日曜日）

　共働き率が全国一の福井の女性は、日本一元気な働き者です。

　県内にお住まいの女性から県政のさまざまな課題に対する清新なご意見やご提言をいただくために昨年9月設置

された「福井女性会議」。

　60人の委員の方が「福井・坂井・奥越」「丹南」「嶺南」の3つのブロックに分かれ、約半年をかけてそれぞれ3回の

会議のほかに、深夜を問わず電子メールやファクシミリで意見交換したり、何十回ものワーキンググループを開催

するなど熱心に取り組んでいただき、このほどその提言がまとめられました。

　主なテーマは、「地域づくり・まちづくり」、「子育て支援」の2つ。女性の視点から見たユニークなアイデアや地域の

特色を考慮したものなどさまざまな提言がありました。

・ トイレの先進県を目指したガイドラインの策定

・ 福井の原風景｢福井のおもてなしカレンダー」の作成および情報発信

・ ｢県民ふるさと大使」の設置

・ 地域公募方式による住民の自主的な花と食の地域づくり活動への支援

・ 福井県の位置をデザインしたマーク等によるＰＲ

・ 「えーいっ！福井まるごと宣伝隊」の結成

・ 道路敷、河川敷の草刈り等の管理を行う地域団体、ボラン

ティア団体の公募

寸劇やパソコンを使った説明を交え、熱のこもったプレゼン
テーションが行われました。
（福井・坂井・奥越ブロック：平成16年1月27日）



・ 子育てに関する情報を県内全域から収集し、テレビ、情報誌などで発信

・ 職場復帰や再就職のための支援制度や相談制度の充実

・ 看護師、保育士の派遣による臨時的な病（後）児保育の支援

・ 病（後）児保育施設を各市町村に設置

・ 不妊治療に対する助成制度の創設

・子育てに関わる家族全員の意識啓発を図るための母子手帳に

代わる育児（父子）手帳の交付

知事への提言が行われた第３回会議
（丹南ブロック：平成16年1月26日）

知事への提言が行われた第３回会議
（嶺南ブロック：平成１６年１月２３日）

　県では、今回いただいた提言を活かし、早速来年度予算に反映させました。

　主なものとしては、「地域づくり、まちづくり」では、県民を「ふくいブランド県民大使」として登録し県外でＰＲ活動を行う

「ふくいブランド県民大使事業」、地域資源を活用し地域の活性化を目指すグループを公募しその活動支援を行う「地域

ブランド活動推進事業」、河川敷の草刈り作業を行う地域団体に活動費を補助する「地域をつなぐ河川環境づくり推進事

業」などがあります。

　また、「子育て支援」では、母親や保育士などが体験に基づく情報誌を作成し配布する「母親手作り子育て情報誌作成

事業」、病気中や病後の回復期の児童の保育を支援する「病児デイケア促進事業」、不妊の治療費に対して助成する

「不妊治療費助成事業」などがあります。

○行政の施策やサービスについて、いろいろ勉強する機会が得られました。これまで身近な話題でもあまり関心を

持っていなかったことを反省しました。

○子育てに追われ、社会に取り残されているような感じがしていました。思い切って参加してみて、多くの人に出会

え、また、自分の意見も発表できて有意義でした。来年度も、新しい女性の方々に積極的に参加していただきたいと

思います。

　県民の皆さんから寄せられるご意見、ご提言を県政に反映させることで、「元気な社会」を実現し、本県の素晴らしさを

全国に向けて発信できるチャレンジ精神にあふれた「プライド福井」の創造を目指していきます。

　来年度も、新たに委員を募集し、福井女性会議を開催する予定です。県内の元気な女性の積極的なご参加をお待ちし

ています。

提言の具体的な内容は、県のホームページに掲載されていますので、ご覧ください。

（http://info.pref.fukui.jp/kenmin/joseikaigitop.html）
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